
 

学校番号 １０５ 

平成 31 年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 国語総合 単位数 5 年次 １ 

使用教科書 「精選国語総合《改訂版》」（三省堂） 

副教材等 

「意味から学ぶ頻出漢字 3000」（第一学習社） 

｢LT 現代文 LT1｣（浜島書店） 

「評論速読トレーニング 700」（数研出版） 

「新明説総合古典文法」(尚文出版）「新明説総合古典文法ノート」（尚文出版） 

１ 担当者からのメッセージ 

・１年生では、全ての学習･生活の基礎となる言葉の力を確実に身に付けましょう。 

・そのために、話し合いや文章記述、発表など、アクティブな活動を取り入れた授業を行います。 

・論理性を意識し、「読む、書く、話す、聞く」能力をバランス良く身につけてください。 

・古典の時間では、基礎的な文法の知識や語彙を身につけ、有名な古文と漢文の作品に親しみ、

自分で読解できる力を養います。 

・語句調べや漢字学習、ノート準備は予習で行います。主体的に学習する姿勢を確立して下さい。 

２ 学習の到達目標 

・状況にふさわしい語句を選んで、適切に思いや考えを表現することができる。 

・論理的客観性を持って文章の内容や構成を把握したり、心情を理解したりすることができる。 

・他者の意見を正確につかみ尊重して相互理解を深め、円滑に意思を伝え合うことができる。 

・上記の活動で養った論理的思考力や豊かな想像力を、場面に応じて活用することができる。 

・伝統的な言語文化や文学作品に対する関心を持ち、国語を尊重する態度を育んでいる。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲 

・態度 

b:話す・聞く能

力 
c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

伝え合う力を進

んで高め、言語

文化に対する関

心を深め、言語

力論理力の向上

を図っている。 

要点を正確に聞

き、状況に応じ

て 効 果 的に 話

し、話し合う中

で、自分の考え

を深めている。 

相手や目的、意

図に応じた適切

な表現による文

章を書く力を養

成している。 

文章を論理的か

つ豊かな広がり

と共に読み、考

えを深め、発展

させている。 

文化や語彙文

法、漢字や語句

などについて

理解し、知識を

身に付けてい

る。 

主
た
る
評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

(ノート、ワーク

シート等） 

行動の観察 

(発表時の評価） 

記述の確認及び

分析 

(ワークシート、

原稿用紙） 

 

記述の確認及び

分析 

(ワークシート） 

定期考査 

行動の観察 

記述の確認 

(ノート、ワー

クシート等） 

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



４ 学習の活動 

１
学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d e 

随
想
の
内
容
を
理
解
す
る
Ⅰ 

【近代以降】 

 

教材：  

「ぐうぜん、うたがう、読書の

ススメ」 

「待つということ」 

○   ◎ ○ 

a:考えの進め方や、情景や心情の

推移など、文章の筋道を的確に

とらえようとしている。 

d:文章の筋道を論理的にとらえ

話の流れが整理できている。 

e:正しく理解し、使いこなせる言

葉の数を増やしている。 

a:行動の観察 

記述の点検 

 

ｄ､e: 

記述の確認 

定期考査 

 

e:小テスト 

小
説
の
内
容
を
理
解
す
る
Ⅰ 

【近代以降】 

 

教材： 

｢羅生門｣ 

「ゴール」 
○   ◎ ○ 

a:人物、情景、心情などを、象徴、

予兆などが果たしている効果

と共に読み取ろうとしている。 

d:人物、情景、心情などを、表現

方法に基づいて正確につかん

でいる。 

e:文章の形態や文体の違いによ

る特色について理解している。 

a:行動の観察 

記述の点検 

 

d、ｅ: 

記述の確認 

定期考査 

 

e:小テスト 

デ
ィ
ベ
ー
ト
を
行
う 

【近代以降】 

〈ディベートを通して、互い

の考え方を深め、話し方聞

き方について学ぶ〉 

 

教材：「羅生門」 

○ ◎   ○ 

a:相手の考えを踏まえて自分の

考えを説明したり、考えを相対

化したりして話し合っている。 

b:相手の考えを聞き、自分の考え

論理的に説明している。 

e:討論で用いられる語や文体に

ついて理解を深めている。 

a、b、e: 

行動の観察と 

確認及び分析 

古
文
入
門 

【古典】 

教材： 

『宇治拾遺物語』 

「児のそら寝」 

『竹取物語』 

「かぐや姫の生い立ち」 

『徒然草』 

「つれづれなるままに」 

「丹波に出雲といふ所あり」 

文 法 等 … 歴史 的 仮 名 遣

い、文語用言の基礎 

○   ◎ ○ 

a:文章に描かれている人物の心

情状況を、正しい文法知識に基

づいて読み深めている。 

d:教材の内容を正しく読み取り、

現代とは異なる習慣や価値観

を踏まえながら読み深めてい

る。 

e:古文を読むことに役立つ、文語

のきまりを身に付けている。 

ａ：行動の観察 

 

ｄ､e： 

記述の確認 

定期考査 

 

ｅ：小テスト 

２
学
期 

短
詩
形
文
学
を
味
わ
う 

【近代以降】 

 

教材： 

短歌十六首 

俳句十六句 

 

 

○   ◎ ○ 

a:人物、情景、心情などの、短詩

形文学における表現のされ方

をつかもうとしている。 

d:作者の思いや、選ばれた言葉の

美しさや深さを深く鑑賞する。 

e:文章形態や文体の違いによる

特色･季語について理解する。 

ａ：行動の観察 

 

ｄ､e： 

記述の確認 

定期考査 

 



小
説
の
内
容
を
理
解
す
る
Ⅱ 

【近代以降】 

 

 

教材： 

「清兵衛と瓢箪」 

「青が消える」 

 

 

○   ◎ ○ 

a:人物、情景、心情などを、象徴、

予兆などが果たしている効果

と共に読み取ろうとしている。 

d:人物、情景、心情などを、表現

方法に基づいて正確につかん

でいる。 

e:文章の形態や文体の違いによ

る特色について理解している。 

a:行動の観察 

記述の点検 

 

d、ｅ: 

記述の確認 

定期考査 

 

e:小テスト 

意
見
文
を 

書
く 

【近代以降】 

（構成を意識して、小論文

を書く） 

教材：ワークシート 

○  ◎  ○ 

a:授業で学んだ論理構成を小論

文作成に応用する。 

c：型にのっとり小論文を書く。 

e:評論用語を正しく使っている。 

a:行動の観察 

記述の点検 

 

ｃ：記述の確認 

評
論
の
内
容
を
理
解
す
る
Ⅰ 

【近代以降】 

 

教材： 

「水の東西」 

「言語は色眼鏡である」 
○   ◎ ○ 

a:文章の構成や展開を確かめ、文

体や語句、表現の技法について

考察しようとしている。 

d:文章の筋道を論理的に捉え、正

しく読み取ろうとしている。 

e:評論文で用いられる語彙の理

解を深め身につけている。 

a:行動の観察 

記述の点検 

 

d、ｅ: 

記述の確認 

定期考査 

 

e:小テスト 

漢
文
入
門 

【古典】 

教材： 

「漢文の構造と訓読の 

仕方」 

句法等…訓点、再読文字 

 

○   ◎ ○ 

a:中国の古典と日本の古典のか

かわりの深さに興味を持つ。 

d:文章の組立てや骨組みを的確

に捉えている。 

e:漢文を読むことに役立つ、訓読

のきまりを身に付けている。 

ａ：行動の観察 

 

ｄ､e： 

記述の確認 

定期考査 

 

ｅ：小テスト 

古
文
の
物
語
を
読
む 

【古典】 

教材： 

『伊勢物語』 

「東下り」 

『平家物語』 

「木曽の最期」 

文法等…文語文法用言の

基礎、助動詞 

○   ◎ ○ 

a:文章に描かれている人物の心

情状況を、正しい文法知識に基

づいて読み深めている。 

d:教材の内容を正しく読み取り、

現代とは異なる習慣や価値観

を踏まえて読んでいる。 

e:古文を読むことに役立つ、文語

のきまりを身に付けている。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

ｄ:記述の確認及

び定期考査 

 

e:小テスト及び

定期考査 

３
学
期 

評
論
の
内
容
を 

理
解
す
る
Ⅱ 

【近代以降】 

 

教材： 

「なぜ私たちは労働するの

か」 

 

 

○   ◎ ○ 

a:文章の構成や展開を確かめ、文

体や語句、表現の技法について

考察しようとしている。 

d:文章の筋道を論理的に捉え、正

しく読み取ろうとしている。 

e:評論文で用いられる語彙の理

解を深め身につけている。 

a:行動の観察 

記述の点検 

 

d、ｅ: 

記述の確認 

定期考査 

e:小テスト 

小
説
の
内
容
を 

理
解
す
る
Ⅲ 

【近代以降】 

 

教材： 

「なめとこ山の熊」 

 

 

 

○   ◎ ○ 

a:人物、情景、心情などを、象徴、

予兆などが果たしている効果

と共に読み取ろうとしている。 

d:人物、情景、心情などを、表現

方法に基づいて正確につかむ。 

e:文章の形態や文体の違いによ

る特色について理解している。 

a:行動の観察 

記述の点検 

 

d、ｅ: 

記述の確認 

定期考査 

e:小テスト 



漢
文
を
読
む 

【古典】 

教材： 

故事成語「漁夫の利」 

 
○   ◎ ○ 

a:考えの進め方や、情景や心情の

推移など、それぞれの文章の特

徴を捉えようとしている。 

d:漢文の決まりを踏まえ内容を

正しく、奥行き深く読む。 

e:訓読のきまりをつかんでいる。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

d:記述の確認及

び定期考査 

e:小テスト及び

定期考査 

古
文
作
品
に
広
く
触
れ
る 

【古典】 

教材： 

和歌「百人一首」 

日記『土佐日記』 

「門出」｢帰京｣ ◎   ◎ ○ 

a:書かれた当時に思いをはせ、情

景心情などを、言葉の美しさや

深さに留意してつかむ。 

a:百人一首についてはカルタ会

を行い、音の美しさに触れる。  

d:情景や心情を捉え、正しい文法

の知識に基づき読解している。 

e:文語のきまりを身に付け、読解

に生かせる。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

ｄ:記述の確認及

び定期考査 

 

e:小テスト及び

定期考査 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力   c:書く能力 

d:読む能力       e:知識・理解 

 ※ 評価の観点のうち「関心・意欲・態度」と「知識・理解」については、すべての単元に位置付け

て○印を、また、その単元で主として扱う国語の領域（「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読

むこと」）に関わる観点には◎を付している。 


